
２０２０年５月３１日 主日礼拝   〈洗礼式・ペンテコステ〉 
  

司  会  

奏  楽 

祈  祷                                    

                                     

賛  美  聖歌５６５番「ペンテコステの日に」 

                （さあ主に捧げよう）（世界中どこででも） 

使徒信条 

 

   聖  書  ①②                                                                        マタイによる福音書１６章１５～２０節（Ｐ２６） 

                                                                              ③                                                                                                                        使徒行伝２章１～４節（Ｐ１８１）         
 

音  楽  アサリオン＆カルバリーアンサンブル (Ｖ） 

 

メッセージ   ①②                     「三蜜（さんみつ）にいまして一つなる」           坪井永城副牧師  

                ③           「私の霊を全ての人に注ぐ」    大川従道主任牧師  

 
賛  美                         「聖霊様あなたを求めます」 （献金）  

頌  栄       「主の祈り」  アーメン 

                                                                祝   祷                                                 

 

【大和ニュース】      

☆今日は、キリスト教のお祭りの日。共にハレルヤ！と賛美しましょう。 

☆祝！受洗！①冨田君（小２） ②矢島さん（小４） ③坪井さん（小１） 

☆転入会を祝福します。①永見姉（サ）②永見姉（ド）③永見姉（ド） 

  ④永見兄（モ）⑤永見姉（ハ）⑥永見兄（学）⑦永見姉（高）      

  ⑧内田兄（青年会） *後日、按手祈祷をいたします。 

 

* 今週も祈祷会を大切に！①水曜夜、②木曜朝：大川牧師。（木曜のみ、出席自由。 

マスク着用、送迎なし、予約不要。）  ③金曜夜の説教者は小林副牧師。 

☆ご婚約おめでとうございます。舩山補教師と小宅補教師。 

* 東京カルバリーの礼拝は、本日より淀橋教会でなされます。説教は大川牧師。 

駐車場なし。予約された方のみ参加可です。祈りで支えてください。 
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石の枕  
   

 今日はキリスト教界三大祭のひとつ「聖霊降臨記念日（ペンテコステ）」で 

あります。数日前から詩篇１５０篇をくりかえし唱え、全能なる神様に大感謝 

を 叫ん で い る 。 「 ハ レ ル ヤ 。 主の聖所で 、神を賛美せ よ 。 主の 

力の溢れる大空で、神を賛美せよ。力強い御業のゆえに、神を賛美せよ。その 

すぐれた偉大さにふさわしく、神を賛美せよ。角笛を吹いて、神を賛美せよ。 

竪琴と琴を奏でて、神を賛美せよ。タンバリンに合わせて踊りながら、神を賛美 

せよ。弦をかき鳴らし、笛を吹いて、神を賛美せよ。シンバルを鳴らして、神 

を賛美せよ。シンバルを高らかに響かせて、神を賛美せよ。」（協会共同訳） 

 実に痛快な詩である。詩人の信仰のすばらしさに圧倒される。口語訳では、 

「息のあるすべてのものに、主をほめたたえさせよ！」とある。先週のメッ 

セージから言えば、「何にてもその命ずるごとくせよ」であるから、私たちの 

千人教会からは、一万回の賛美が捧げられることになる。 

 聖霊なる神様をいただくことなしには、教会のスタートはありえなかった。 

「うれしくって、ありがたくって、感謝いっぱいである」。天に届くほどの賛 

美を、大声で、ひとつ心で、主にむかって叫ぼう！！ハレルヤ！ 

 

 

 今日から「淀橋教会」をお借りして、東京カルバリーチャペルを始める。こ 

のことは、キリスト教界の『奇跡の軌跡』に数えられるであろう、コロナ禍（か） 

のために、大さわぎはできないが、小さく始まって、大きな実のりにつながる 

ように祈る。「禍」はわざわい、災難のこと。古くから「戦禍」「輪禍」「舌 

禍」といったことばが使われて来た。 

 聖書を信じる私たちは、「患難をも喜んでいる」（ロマ５の３）とある。マ 

イナスは必ずプラスに転じる、と信じる。「希望は失望に終ることはない。 

なぜなら、わたしたちに賜わっている聖霊によって、神の愛がわたしたちの心 

に注がれているからである」。ハレルヤ！アーメン！ 

 百年前には「淀橋教会」を中心にリバイバルが起った。まさに、リバイバル 

アゲイン！！である。Enjoy the great adventure! 

 

 

     宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

      Aコース：ヨハネ１２章～１６章  Ｂコース：歴代志下１章～２２章 


